
令和２年度授業改善プラン 中野区立南台小学校

１ 全体計画

学校の教育目標

○地域に生きる南台の子 ・かしこく ・やさしく ・げんきよく

令和２年度学校経営方針

１ 地域に根ざした開かれた学校づくり ２ 豊かな心の育成 ３ 学力と体力の向上

本校の捉える「確かな学力」

○主体的に学びに向かう力 ○基礎的・基本的な知識技能の定着 ○思考力・判断力・表現力

令和２年度の指導の重点

＜各教科＞

・主体的・対話的な学びになるように授業改善をしていき、学びに向かう力を育てる。

・個に応じた指導を充実させ基本的な知識・技能を身につけると共に、問題解決的な学習を通して、思考力・

判断力・表現力を育てる。

＜総合的な学習の時間＞

・自ら課題を見つけ、解決していく探究的な学びを通して、自分で問題を解決していく力やものの見方・考

え方を育成する。

＜生活指導＞

・安全・安心を第一に、思いやりの心や社会生活のルール・マナーを身に付けさせ、学習や生活における規

範意識を育成する。

＜特別の教科 道徳＞

・他者の考えを受け止め、よさや違いを分かり合いながら、自己を見つめ、自分の生き方について考えよう

とする児童を育てる。

＜進路指導＞

・予測が困難な社会の変化に主体的に対応するため、生涯を通じて学ぶ態度や能力の育成を図る。

＜特別活動＞

・話合い活動の仕方を身に付け、多様な集団活動を通して、自主的に活動を創り上げる意識と実践的態度を

育てる。

授業改善の視点

指導内容・指導

方法の工夫
・かかわりながら学

ぶことで、学力を

身につけるととも

に、よりよい人間

関係をつくる。

・ＩＣＴ等による個

に応じた指導や見

通しと振り返りに

より主体的な学び

を実現する。

教育課程編成

上の工夫

・計画的な放課後学
習を行い、基礎基

本の定着をはか

る。「寺子屋南台」

・夏季休業中にも「補

充学習（寺子屋南

台）」の学習を行う。

・教科の関連を踏ま

え 指導計画を考

える。

評価の工夫
・座席表などを活用

し、子供を見取り

記録していく。

・評価を次時の学習

に活かし、指導と

評価の一体化を行

っていく。

・観点が変わったの

で、評価の観点に

ついてそれぞれの

観点の趣旨を共通

理解していく。

家庭・地域との

連携の工夫

・学校経営方針に基

づいた学校の考え

方を保護者や地域

に伝え、共有し、地

域と共に子供を育

てるようにする。

・地域の人材を活用

した授業を公開し

ていく。

校内研究・研修

の工夫
・どの教科でも「豊

かなかかわり合い」

を生かした授業構

成を行う。他教科・

領域の横の繋がり

だけでなく、異学年

との縦の繋がりも

考慮できるよう「総

合的な学習の時間」

「生活科」を要に研

究を行う。

学力向上に向けた任期付短時間勤務教員の活用

・日常の算数の学習において、基礎的な学習を行うクラスに入り、個別の児童の実態を把握する。

・放課後補充教室にて、個別に対応した課題を行い、基礎基本の定着を図る。

・夏季休業中に補充学習において、全学年のサポートを行う。

ＡＬＴの活用の工夫

・年間計画を示し、ＡＬＴの活用場面を学校全体で共有する。

・ＡＬＴとの十分な打合せを行い、授業内容の工夫を行う。

・教室でのＩＣＴ機器の活用と併用し、ネイティヴな発音で児童に伝え、活動を行う。



２ 各教科における授業改善プラン

（１）国語科

【小学校】

国語科の重点

・授業だけではなく様々な場面で、相手の話を注意してよく聞く習慣をつけ、何を話していたのか

確認し、最後まで聞き、内容を理解しようとする態度を養う。聴写も取り入れていく。

・書くことの単元や国語の時間だけでなく他教科他領域でも書く活動を取り入れていく。

・語彙力や読み取りの力を身に付けさせるために、読書活動を多く取り入れたり、国語辞典や類語

辞典を使った活動や言葉集めを行ったりする。

・話の内容を読み取ることや、自分の思いを言葉で表現することへの苦手意識をなくすために、授

業時間のみならず、家庭学習との連携を図り、継続して復習を行い習慣化する。

現状分析（成果と課題） 授業改善プラン

分析内容 指導上の課題 改善案

１
年

〇正しい口形を意識しな

がら、楽しんで音読し

ようとする児童が多

い。

〇文字の学習において、

字の形を捉えることが

できるようになった児

童が多い。画の長さや

方向等はまだ個人差が

大きい。

〇文章の中で「は、を、

へ」などの助詞の使い

方を習得できていない

児童もいる。

〇話を聞く時に集中が続

かず、最後まで話を聞

くことができない児童

もいる。

〇音読を積み重ねること

で、文章の内容を理解し

たり、登場人物の心情な

どをより深く考える力

を育てたい。

○読み手に分かりやすい

正しい文字を書けるよ

うになってほしい。日常

の様々な書く場面でも

正しい字、読みやすい文

で書くことが課題であ

る。

○助詞を的確に使い、相手

に分かりやすい文を書

いたり、話したりする力

が必要である。

○教師や友達の話を聞き、

学びをより深めたり、考

えを広げたりしようと

する姿勢に個人差があ

る。

〇１人やグループ、クラス全員

等読み方を工夫したりしてよ

り音読を楽しめる場を設定す

る。

〇教室内に平仮名５０音表を掲

示し、いつでも正しい字形を

確認できるようにする。日常

生活の中で、相手意識をもた

せる活動を設定し、日常の書

く場面でも相手や自分が読み

やすい文字を書くよう心がけ

る。

○言葉を文末まで話すことがで

きるよう指導する。適切に助

詞を使えるよう、言語環境を

整える。文を書いた後は、自

分で声に出し読み返すことで

文を推敲する習慣を付けさせ

る。

○話を聞く時の姿勢を整える。

教師や友達の話を聞くと嬉し

い、学びが広がり楽しいと思

える体験を重ねることが聞く

意欲につながる。日々の授業

から話題を明確にした上で、

児童の多様な発言を活かす話

し合い活動の場作りに努め



る。

２
年

○発問や問題文を理解す

ることができない児童

がいる。よく読まず、

自分の解釈でとらえ、

解いてしまう。

○文章を書くことに慣れ

ていない。思いや考え

をふくらませて書くこ

とができない。

○自分の考えや友達の考

えを整理して聞いた

り、話したりすること

が苦手な児童がいる。

○読み物教材の学習では、

様子や心情の読み取り

が中心で、言葉に対する

着目のさせ方が弱い。

○話型の例示が少ない。

組み立てを考えながら

文を書くことが苦手で

ある。

○伝えたいと思わせるよ

うな題材の提示や相手

意識をもたせることが

大切。

○読書を推進し、読み聞かせな

どを行うことによって、文章

への興味や言葉に対する着目

の仕方を養う。

○書かせるだけではなく、文章

表現の分かりやすいところや

工夫したところを提示する。

書きたいことをメモに書き、

組み立てを考えながら書くよ

うに指導する。

家庭学習に日記を取り入れ、

書く機会と指導の機会を増や

す。

○伝えたいと思わせるような題

材の提示を行う。相手意識を

もたせて発表したり、話し合

ったりする活動を増やす。

３
年

○発問や問題文を理解で

きない児童がいる。問

題の意味を自分の解釈

でとらえ、解いてしま

う。

○全体的に受け身に学習

態度で、わからない言

葉があっても進んで調

べる児童は多くはな

い。

○文章を書くことに慣れ

ていなく、表現を工夫

しようとする姿勢があ

まり見られない。

○自分の考えを整理して

話すことを苦手として

いる児童がいる。友達

の考えのよさに気付き

深めていこうとする姿

勢があまりみられな

い。

○読み物教材の学習では、

様子や心情の読み取り

が中心で、言葉に対する

着目のさせ方が弱い。

○伝えたいと思わせるよ

うな題材の提示や相手

意識をもたせることを

大切にする。

○書くことや伝えること

のよさを実感できる指

導ができていない。書い

て表現する学習が少な

い。

○友達の話を聴きあった

り学び合ったりして深

めていく良さを実感で

きていない。わかろうと

して聴いたり読んだり

できていない。

○読書を推進し、文章への興味

や言葉に対する感覚や着目の

仕方を養う。

○子供の疑問を大切にし、意欲

が高まる教材を提示したり、

活動を取り入れたりしてい

く。辞書の活用を習慣化して

いく。

○書かせるだけでなく、文章表

現の分かりやすいところや工

夫したところを提示する。

全教科・領域で書く機会を増

やしていく。

○スピーチメモや話型を用い

て、内容を整理して話す指導

をする。学び合いを多く活用

し、わかろうとして考えなが

ら聴くように指導していく。



４
年

○文章を読んで内容を理

解したり、話を聴いて

理解し、それを深めて

いく力が十分ではな

い。友達の考えを聞い

たり、感想を伝えたり

することが少ない。

○漢字の書きが定着しな

い。語彙力がない。

○文章を書くことを嫌う

子が少なくない。

○自分の考えを整理して

わかりやすく話すこと

を苦手としている児童

がいる。

○友達の話を聴きあった

り学び合ったりして深

めていく良さを実感で

きていない。考えながら

聴いたり読んだりでき

ていない。

○漢字の書き取りの練習

に偏りがちである。

○書くことや伝えること

のよさを実感できる指

導ができていない。

〇相手意識・目的意識をも

って伝えていない。

○より多くの場面で学び合う活

動を取り入れ、考えを深めて

いったり、新しい考えに気付

いたりする楽しさを味わわせ

る

○漢字練習だけでなく、漢字の

意味や使い方などを、漢字辞

典や国語辞典を使って学ばせ

る。

○子どもが書く意欲が湧くよう

な題材を設定する。書かせる

だけでなく、文章表現の分か

りやすいところや工夫したと

ころを発表し合う。

○書く活動や話す活動では相手

意識・目的意識を明確にして

から活動に入るようにする。

５
年

○漢字や語彙の習得が不

十分な児童が多い。

○書く内容にあまり工夫

がなく、より豊かな言

語表現で伝えようとす

る姿勢がない。

○物語文、説明文ともに、

読み取る力が育ってき

た。

○内容を理解しているも

のの、それがテストの

点数に反映されない。

○自分の考えを伝えるこ

とに抵抗感をもつ児童

が一定数いる。

○練習の積み重ねが少な

い。

○どういうことを書けば

良いのかを理解してい

ない。

○テストの受け方（回答の

仕方、見直しなど）を理

解していない。

○他者とのコミュニケー

ションを苦手に思って

いる。

○学年で｢漢字まとめテスト｣を

実施し意欲をもたせる。新出

漢字は、パーツで覚えられる

よう、指導の際工夫する。

○具体的に書く内容を例示す

る。また、宿題に作文を取り

入れ、家庭とも連携を図る。

○テストの受け方を改めて指導

する。

○ペア活動から積極的に取り入

れる。担任がフォローに入る。

６
年

○大事なことを漏らさず

聞き取ることが難しい

児童が多い。

○語彙が十分でなく、習

った漢字を正しく活用

できない児童がいる。

○ローマ字が定着してお

○要点の聞き取り方とメ

モの取り方の練習が足

りていない。

○学習した漢字を使って

文章を書く練習が足り

ない。

○ローマ字の反復練習が

○様々な教育活動の中で、簡潔

にメモをとる場面をつくり、

習慣を身に付けさせる。

○習った漢字を使って文章を書

く経験を増やしながら語彙を

増やす。

○パソコン入力でローマ字を使



らず、正しく活用でき

ない児童が多い。

○物語文、説明文ともに、

読み取りの力が身に付

いていない。

○段落等の文章の決まり

を守り、効果的な構成

を考えた文章を書くこ

とが難しい児童が多

い。

○自分の考えを表現する

ことが苦手な児童がい

る。

足りない。

○物語文や説明文の構成

や段落相互の関係に着

目して読むことの活動

が少ない。

○段落や構成を意識して

文章を書いたり、互いの

作品（作文）を読みあう

経験の積み重ねが足り

ない。

○表現することに切実感

がない。

う場面を多くして興味を高

め、活用しながら身に付ける

ようにする。

○物語文や説明文の構成や段落

相互の関係を分かりやすく示

し、文章の構造や主題を考え

ながら読むことを指導する。

○書くことの指導過程を踏まえ

て重点をおきながら指導し、

書く意欲を高め、書く方法を

身に付けさせる。作品の交流

を通して互いのよさを認め合

えるようにする。

○考えたくなる、話したくなる

問いを提示する。



（２）社会科

【小学校】

社会科の重点

・問題解決的な学習を通して、社会的事象の見方・考え方を育てる。

・主体的な学びになるように、学習計画や学習の振り返りを大切にして、見通しをもって学習でき

るようにする、

・「つかむ」「調べる」「まとめる」の各学習過程において、疑問を交流したり、友達と協力して調べ

たり、考えたことを伝えあったり、協働的・対話的に学習を進め、学びを深める。

・学校だけではなく、社会とのつながりを考え選択・判断を大切にし、地域社会に親しみをもてる

ようにする。

現状分析（成果と課題） 授業改善プラン

分析内容 指導上の課題 改善案

３
年

○今年度は、地域の見学

に行くことはできなか

ったが、白地図にまと

めるなどの活動は楽し

そうに取り組んでい

る。

○疑問から調べたいこと

を考えられる児童が少

なく、問題意識をもっ

て取り組めていない。

○わかった事実を比較・

関連・総合させていく

のはむずかしい。

○今年度は感染予防のた

め、校外学習や体験的な

活動に取り組みにくか

った。

○活動には興味をもって

いるが、社会科としての

ねらいにそった内容に

興味関心をもたせるこ

とが十分ではない。

○児童の気づきなどを言

語化して全体に共有し

ていく活動が十分では

ない。

○児童が興味や疑問をもつ資料

や教材を選び、提示方法や発

問を工夫する。学習計画は児

童の予想をもとに、一緒に考

え、見通しをもたせる。

○児童に問題解決的な学習の流

れを説明し、各単元で繰り返

し行う。

○集団の規模や内容を工夫しな

がら、気づきを共有できるよ

うに、感染予防に気をつけな

がら児童が学び合う活動を大

切にし、見方・考え方を活用

できるように指導していく。

４
年

○地図を見る活動や地図

にまとめる活動、資料

を読み取る活動は意欲

的に取り組むが、問題

解決的な学習につなが

らない。

○疑問から調べたいこと

を考えられる児童が少

なく、問題意識をもっ

て取り組めていない。

○見学などでわかった事

実を比較・関連・総合

させていくのは難し

い。

○活動には興味をもって

いるが、社会科としての

ねらいにそった内容に

興味関心をもたせるこ

とが十分ではない。

○児童の気づきなどを言

語化して全体に共有し

ていく活動が十分では

ない。

○児童が興味や疑問をもつ資料

や教材を選び、提示方法や発

問を工夫する。学習計画は児

童の予想をもとに、一緒に考

え、見通しをもたせる。

○児童に問題解決的な学習の流

れを説明し、各単元で繰り返

し行う。

○児童の実態に応じて、集団の

規模や内容を工夫しながら、

気づきを共有できるように、

児童が学び合う活動を重ね、

見方・考え方を活用できるよ

うに指導していく。



５
年

○資料の読み取りが苦手

な児童が多い。

○既習事項をもとに問題

や解決策を考えること

ができる。

○資料の見方を理解して

いない。

○毎時間、資料から気付いたこ

とを見付け、友達と共有する

時間を設ける。見やすくわか

りやすい資料を選ぶ。

○自分事と捉えられるように、

身近な具体例を提示する。

６
年

○資料の読み取り、また

は資料の読み取りから

判断、考察し表現する

ことができない児童が

多い。一方で読み取れ

る児童もいる。

○考えを共有することが

好きな児童が多い。一

方で表現することが苦

手な児童もいる。

○資料の読み取りを個人

で行う活動が少ない。ス

モールステップが必要。

○意図をもって資料を示し、読

み取る観点を示しながら、読

み取ったことを自己の経験等

の情報と関連付けて考察する

機会を増やすことで、生きて

はたらく知識の習得を目指

す。

○児童同士で読み取ったことを

共有する機会を十分に確保す

る。



（３）算数科

【小学校】

算数科の重点

・数学的な思考力を高めるため、グループやペアなど、対話的な学習を多く取り入れた授業を展開

する。

・課題解決学習を取り入れ、主体的に課題に向き合い、見通しをもち、自ら創意工夫し、解決を図

る能力を培う。

・学習や単元の終わりに、その学習の振り返りをさせることにより、既習事項を活かしてより深い

学びに気付く機会をもたせる。

・知識や技能を、より定着させるために、少人数指導や個別指導で基礎・基本の徹底を目指した授

業の展開を図るとともに、東京ベーシックドリルやくり返しドリルを朝学習や宿題として活用し、

復習や補習を充実させる。家庭へ働きかけ、家庭学習の習慣化を図る。

現状分析（成果と課題） 授業改善プラン

分析内容 指導上の課題 改善案

１
年

〇足し算や引き算の場面

を考えられるようにな

り、立式はできるよう

になった。問題作りが

できる児童が多いが、

問題場面がイメージで

きず、言語化をするこ

とも難しい児童もお

り、問題づくりができ

るか否か、個人差があ

る。

〇計算の正確さや速さに

個人差がある。

○時計の読み方の習熟に

個人差がある。

〇問題場面を理解する力

に大きな個人差がある。

〇数の概念の獲得状況に

個人差があり、計算の仕

方にも個人差がみられ

る。急いで計算して、加

法なのか減法なのか見

落とす児童も多い。

○日常生活で時計に触れ

る経験に差があり、習熟

にも個人差が生じる。

〇絵や簡単な図を提示したり、

既習の問題を振り返られるよ

うに掲示を工夫する。また、

日常生活の場面と学習がつな

がりをもてるようにし、学習

が生活に生きる経験を重ねさ

せる。

〇個人差があるため、ブロック

等を使って考える、指を使っ

て考える、簡単な図に描いて

考える等、自分の段階にあっ

た補助方法の活用を児童が選

択できるよう、各教室に教材

や教具を常備し、いつでも使

えるようにしておく。「はや

い、かんたん、せいかく」等、

よりよい算数的処理をめざせ

るよう意識付ける。

○折に触れ時計を読んだり、時

計を見て行動させたりして、

確実な習熟を図る。模型を使

い自分で針を動かす活動をさ

せる。

２
年

○計算の式をたてること

は出来るが、意味を理

解したり、考えを説明

することが難しい。

○児童に考えさせる時間

や発言の場を多く設け

ることや、繰り返し復習

させていく必要がある

○書画カメラを使って、教科書

の図や良い意見を書いた友達

のノートを映して、考えさせ

る。具体物を使った算数的活



〇問題を意欲的に解いて

いても、正確に計算で

きていない児童が見ら

れる。

○見直しの時間を設けた

り、個々に細かく指導す

る必要がある。

動を児童の個々の実態に合わ

せて行わせ、思考過程の時間

を確保する。

〇机間指導やノート等を使って

細かく指導したり、正確に計

算できるよう声かけをする。

３
年

○基礎的な問題を解くこ

とはできるが、少し思

考が必要になる応用問

題では無答の児童がい

る。

○解法を知っていても何

故それが正しいのかを

理解せずに使ってい

る。

○計算問題や、算数的活

動に積極的な児童が多

い。

○思考の流れやつながり

を意識して学習に取り

組めていない。（正答か

誤答かのみに意識があ

り、過程の扱いが軽い。）

○学習の中で、友達の考えから

学ぶ機会を設ける。よい学び

方をしていたら全体に広げ

て、よい学習の仕方を意識さ

せる。

○ノート指導を充実させ、思考

の流れが分かると同時に振り

返りをさせる。

４
年

○計算問題や、算数的活

動に積極的な児童が多

い。

○単位ミス、簡単な計算

ミスが目立つ。

○基礎的な問題を解くこ

とはできるが、少し思

考が必要になる応用問

題では無答の児童がい

る。

○図形やグラフをかくこ

と、分度器やコンパス、

三角定規などの使い方

が難しい児童もいる。

○なぜこうなるのかなど

の説明などが難しい児

童もいる。

○言葉を読み取る力が弱

いため、題意を理解で

○長さの単位や量の単位

などを復習させていく

ことが必要である。

○思考の流れやつながり

を意識して学習に取り

組めていない。（正答か

誤答かのみに意識があ

り、過程の扱いが軽い。）

○数学的活動と日常が結

びついていない。

○新出の単位が出た時や、問題

などで単位の変換が出てくる

授業では、導入などで復習を

させることで、既習事項も含

めて定着を促す。

○学習の中で、友達の考えから

学ぶ機会を設ける。よい学び

方をしていたら全体に広げ

て、よい学習の仕方を意識さ

せる。

○ノート指導を充実させ、思考

の流れが分かると同時に振り

返りをさせる。

○既習事項とのつながりを意識

させ、日常場面と問題場面を

結び付けて指導を行う。



きない児童が多数い

る。また、計算はでき

ていても、計算の仕組

みを理解したり、計算

の方法を工夫したりす

る応用力が弱い。

５
年

○発問や問題に対して積

極的に取り組んでいる

児童は多い。

○図形やグラフをかくこ

と、分度器やコンパス

などの使い方が難しか

ったり、単位や計算間

違いが多かったりする

児童もいる。

○言葉を読み取る力が弱

いため、題意を理解で

きなかったり、場面を

想像できなかったりす

る児童が多数いる。

○なぜこうなるのかなど

の説明などが難しい児

童もいる。

○単位や分数、大きな数に

ついて復習させていく

ことが必要である。

○自分で図や数直線をか

いて考えられるように

することが必要である。

○問題を読み取る力を付

けることが必要である。

○数学的活動と日常が結

びついていない。

○自分の意見、考えの根拠

になるものを考えさせ

ていく。

○コンパスや三角定規を使用し

た三角形、四角形の復習を適

宜取り入れていく。

○図や数直線を用いて考えるこ

とが効果的な場面を判断でき

るよう声をかけていく。

○問題文を音読したり、サイド

ライン等を引いたりして、問

われていることへの理解を促

す。また、教材や教具を用い、

具体的な場面理解を促す。

○学習の振り返りを児童の言葉

からまとめさせる。自らの言

葉で正しく理解できているか

振りかえさせる。

○既習事項の確認をしたり、隣

同士で考えや意見などを交換

しあったりして、自ら気づく

機会を設定したり、自分の考

えの根拠を見つけさせてい

く。

６
年

○発問や問題に関して積

極的に取り組む児童が

多い。

○図形の面積や体積、特

に円周率など小数点が

入ってくる掛け算が難

しい児童がいる。

○先取り学習をしている

児童もいるため、数学

的思考力が高まりにく

い児童もいる。

○小数の入った掛け算、割

り算の復習をしていく

必要がある。

○既習した知識や学習内

容を別のものに応用で

きるようにさせる必要

がある。

○導入などで小数の入り混じっ

た計算を適宜復習させてい

き、計算ミスをなくしていく

ことを目指す。

○学習に入る前に前時の内容

や、前学年などの内容も想起

させながら既習事項と学習内

容を結び付けて定着を図る。



習熟度別少人数指導の充実に向けて

・日常の算数の学習において、基礎的な学習を行うクラスに入り、個別の指導を行うとともに児童の実態を把握する。

・レディネステストを行い、児童の実態を把握してクラスを編成していく。

・放課後補充教室やにて、夏季休業中に補充学習において、個別に対応した課題を行い、基礎基本の定着を図る。



（４）理科

【小学校】

理科の重点

・観察・実験の技能を高めるために、各単元の「観察のポイント」、「実験のポイント」を明確にし、

継続的に指導を続け、技能を高める。また、観察・実験に必要な知識・技能の確認を定期的に行

う。

・問題→予想・仮説→計画→実験→結果→考察→結論の流れを提示し、授業の展開を視覚的にパタ

ーン化して取り組ませることで、学習の目的を明確にする。

・目的意識をもって実験に取り組むために、各単元での問題作りを確実に行う。何のためにこの実

験をするのか、毎時間のねらいを児童に対して明確に把握させる。また、結果や考察、結論で、

問題を振り返り、実験から得たことを知識として習得できるようにする。

・ノート指導を通し、観察・実験等の記録の仕方、自分の考えの表現の仕方を指導する。

現状分析（成果と課題） 授業改善プラン

分析内容 指導上の課題 改善案

３
年

○観察の視点を知ると、

数値や例えた表現を用

いて具体的に記録でき

るようになってきた。

○何を調べるための実験

か、意識が足りなかっ

たり忘れたりしてしま

い、問題と結果と考察

の整合性がない児童が

いる。

○視点の意識の継続

○ものを比較して考える

力の向上

○問題に対する結論を適

切に書く力の向上

○観察の視点の明確化。短冊や

板書で示し、意識できるよう

にする。

○理科の用具を効果的に用い、

充実した観察ができるように

する。

○実験の流れ（問題から結論ま

で）を繰り返し、記録の付け

方、結果から考察へのつなげ

方、問題から結論まで一貫性

のあるまとめ方を学ばせる。

４
年

○動植物をしっかりと観

察しようとする力や、

それを表現する力はあ

まり育っていない。

○疑問から課題をもち、

それを明らかにする、

学習の流れに慣れてい

ない

○実験や観察に意欲的に

取り組む児童が多い

が、実験や観察のポイ

ントを示しても、それ

に沿って観察ができな

い児童がいる。

○動植物への関心はある

が、観察のポイントや表

現の仕方が分からない。

また、児童の自然体験に

差がある。

○目的意識をもって、問題

を解決するということ

が、理解できていない。

解決した達成感を味わ

えていない。

○児童数が多く正確に観

察や実験を行っている

か見とれず、その場の指

導が十分ではない。

○観察のポイントについて共通

理解をし、よい例示をしたり、

友達の観察のよさを見つけた

りする学習を行う。学習以外

でも継続的に動植物とかかわ

る機会を設定する。

○疑問を大切にし、観察や実験

を行う際に必ず何のために行

うのかを明確に示す。その上

で、実験の方法を考えたり、

結果を考察したりする時間を

十分に確保する。

○少人数グループ単位で観察や

実験をさせ、正確にできてい

る児童を取り上げ、正確にで

きていない児童に教えるな



○実験結果を考察した

り、次の問題を導き出

したりすることが難し

い児童がいる。

ど、相互に学び合える体制を

つくる。

○観察や実験の観点を具体的に

例示し、適切に書けている児

童の観察カードや記録カード

の記入の仕方を紹介し、指導

する。

○学習の流れを再確認し、考察

の仕方について指導する。予

想や実験結果を少人数で話し

合ったり、全体で共有したり

して、考察する時間を確保し、

よりよい考察について考えさ

せる。

５
年

○実験や観察に意欲的に

取り組む児童が多い

が、実験や観察のポイ

ントを示しても、それ

に沿って観察できない

児童がいる。

○実験結果を考察するこ

とが苦手な児童が多

い。

○学習問題に対する結果

を自分たちでまとめる

ことができる。

○指示理解が苦手な児童

に合わせた指導ができ

ていない。

○考察の仕方が十分に理

解できておらず、どんな

ことを記述すべきなの

か十分に理解していな

い。

○より丁寧にポイントや取り組

み方を説明する。

○実験結果を少人数で話し合う

など、考察する時間を確保し、

よりよい考察について考えさ

せる。

○スムーズに実験を行えるよう

に、理科 TTと連携を図り準備
を行う。

○記述の型や枠で書き方、形式

を示し、学習の振り返りをこ

まめにして、自分の言葉でま

とめることを習慣化してい

く。

６
年

○実験・観察に意欲的な

児童が多い。

○学習内容が理解できた

つもりでも、定着せず

学習した知識をもと

に、別の事象に結び付

けて考えたり、推測し

たりして活用すること

ができない児童がい

る。

○実験における実体験が

知識・理解につながらな

い。

○考察の仕方を十分に理

解していない。結果から

何がいえるかを考える

ことが苦手。

○学習したことを一般化

して応用することが難

しい。

○実験結果からどのようなこと

が考えられるのかについて考

えを友達と共有する時間をと

ることから、考察として何を

書くことが好ましいかを理解

できるようにする。

○ビデオなどの視聴覚教材を効

果的に活用して家庭や身の回

りに活かされている具体例を

示し、生活と関連付ける活動

を増やす。



（５）生活科

【小学校】

生活科の重点

・児童の思いや願いを育み、意欲や主体性を高める学習にする。【思いや願いをもつ】

・児童の身近な生活圏を活動や体験の場や対象にし、人や社会、自然と身体を通して直接関わりな

がら、自らの興味・関心を発揮して具体的な活動や体験を行うことを重視する。

【活動や体験をする】

・活動や体験の中で感じたり考えたりしている児童の姿を丁寧に見取り、働きかけ、活動の充実に

つなげる。【感じる・考える】

・表現したり、行為したりすることを通して、働きかける対象についての気付きとともに、自分自

身についての気付きをもつことができるようにする。【表現し行為する】

現状分析（成果と課題） 授業改善プラン

分析内容 指導上の課題 改善案

１
年

○活動に対して、前向き

に活動できる子もいれ

ば、受け身になってい

る児童もいる。

○児童自らが思いや願い

をもち、学習活動を進

めるまでには至ってい

ない。生活科の学習は

何か、児童や保護者に

伝わっていない。

○近くの友達同士で交流

はしている児童もいる

が、その交流が学級に

広まり、次の活動の方

向性を決めるまでには

至っていない。

○生活科の学習内容が児

童に伝わっておらず、教

師が主導の活動になっ

ている。

○学習指導計画の作成が

十分でなく、活動に向け

ての準備が十分にでき

ていない。毎時間の授業

の流れの中で思いや願

いをもたせられていな

い。

○交流が広がらず、うまく

できなくてあきらめて

しまう児童もいる。１人

１人の気付きを交流さ

せ広げるに教師の指導

が至っていない。

○年間指導計画を練り、児童の

思いや願いが実現しやすいよ

うな活動の場や環境設定を充

実させる。

○生活科の学習で育てたい力を

担任同士が共通理解し、幅を

もたせた計画や準備ができる

ようにする。

○授業での教師の役割を見直

し、児童の気付きを見つけ、

生かせるような支援の仕方を

考える。

○関わり合いが生まれるメンバ

ー構成や場の設定などを考え

る。



２
年

○体験的な学習に制限が

あったため、直接的な

関わりが少なく、学習

内容を身近なものにあ

まり感じられていない

様子もある。

○自ら課題を見つけ、興

味・関心や意欲をもっ

て、学習に取り組めた。

○自然や地域との関わり

についての気付きを自

分の言葉として表現す

ることに課題が見られ

る児童も見られる。

○学習のねらいに問題意

識や興味関心が向くよ

うな、教材選びや課題の

設定が必要。

○一人ひとりの気付きや

思考をみとる方法の吟

味が必要。

○体験的な学習以外のところで

は、ゲストティーチャーの活

用や写真など視覚的にうった

えるものを多く取り入る。

○気付きの記録を視覚的に残

す。

○気付きや思考をみとるための

振り返りを細目にする。

○気付きのメモや、まとめ方に

ついて、例示をもう少し具体

的に示す。



（６）音楽科

【小学校】

音楽科の重点

・すべての児童が主体的に、自分が表したい音楽表現をするために必要な技能が身に付けられるよ

うに、音楽の基礎・基本、及び、学びに向かう態度を育てる。

・対話的な学びを通して、音楽の諸要素や仕組み、歌詞の内容を手がかりにして曲想を感じ取り、

より深く音楽のよさを味わって聴いたり、自分の思いや意図をもって表現したりできるようにす

る。

現状分析（成果と課題） 授業改善プラン

分析内容 指導上の課題 改善案

１
年

○今年度は、感染拡大防

止のため鍵盤ハーモニ

カの学習の開始が遅れ

た。

○鑑賞では、曲の様子を

感じて言葉で交流する

活動が深まりきらなか

った。

○リズムを楽しみなが

ら、体を動かし音楽に

親しんでいるが、曲の

様子を考えて豊かな表

現をしている児童は少

ない。

○階名唱に親しみ、楽し

んで歌っている。

○タンギング・指使いが未

習熟の児童が増える可

能性がある。

○児童がもつ語彙が少な

く、感じたことを言語化

するに至っていない。

○どの楽曲でも同じよう

に大きな声で、怒鳴るよ

うに歌ってしまう児童

もいる。情景を思い浮か

べながらるまでには至

っていない。

○机間指導の中から、タンギン

グの仕方と指使いを確認し、

一人一人の奏法指導を行う。

○鑑賞の後に、個々の児童の思

いを交流する活動を取り入

れ、気付きを広げ、さらに楽

曲への親しみがもてるように

する。

○言葉の意味を知ったり、曲の

情景のイメージを広げたりさ

せながら曲に親しませる。曲

に繰り返し親しませ、歌詞を

覚えることで言葉に思いを乗

せた表現ができるようにす

る。

○階名唱が鍵盤ハーモニカの学

習に生かせるよう、様々な楽

曲で親しませるとともに、鍵

盤ハーモニカの学習では無理

なく学習できる段階的な指導

を心がける。

２
年

○歌の音程がとれない児

童もいるが、よい音程

で歌い、しっかりとリ

ズムを取ることができ

る児童が多い。

○発言、発表がすすんで

できる児童は限られて

はいるが、友達の発言

を聞いて学習すること

ができる児童は多くい

○歌声のコントロールが

できない児童がいる。

（声の出し方）

○積極的に表現できない

児童がいる。

○歌詞の内容や曲の感じに合っ

た表現を工夫する活動を通し

て、「元気な歌声」だけではな

く、様々な音色があることを

知り、発声の仕方を工夫でき

るようにする。

○ペアやグループで自分の考え

を伝え合う活動を行ったり、

ワークシートに記入したりし

て、発言できるようにする。



る。

○前期は鍵盤ハーモニカ

や他の楽器を扱うこと

ができなかったので、

運指の練習が十分では

なかった。

○鍵盤ハーモニカの運指

の定着に差がある。

○音を出さずに指遣いだけの練

習をしっかり行い、場所などを

考慮し音を出して練習する機会

を設定する。

３
年

○全体的に落ち着いて意

欲的に取り組んでい

る。

○発言は決まった児童に

なることが多い。

○読譜はほぼ全員理解で

きた。リコーダーの学

習も楽しんで取り組め

ている。

○歌声のコントロールは

できてきたが、音程を

合わせることができな

い児童がまだ多い。

○発言しない児童が多い。

○知識・技能の面で、必要

なことが身に付いてい

ない児童が数名いる。

○正しい音程で歌えない。

○ペアやグループで自分の考え

を伝え合う活動を行ったり、

ワークシートに記入したりし

て、発言できるようにする。

○授業での個別対応、児童同士

の教え合い活動、放課後を使

った補習でできるようにす

る。

○正しい音と自分の歌声を比べ

て聴いたり、自分の出せる声

の高さを調べたり、自分の歌

声をよく聴く機会をつくる。

４
年

○聴こうとする気持ち、

全体に伝えようとする

気持ちとその技能が低

い。

○意欲的な児童が多い

が、私語が多く話が聞

けない。

○歌声はよく出るが、聴

いて合わせることがで

きない。ハーモニーを

つくることができな

い。

○私語が多く話を聞けな

い、全体に話す声が小さ

い児童がとても多い。

○音程を合わせて歌った

り、二部合唱したりする

ことができない。

○担任、他の専科と協力して、

話の聞き方の共通ルールを決

め徹底する。相手に伝わるよ

うに場に応じた声の大きさを

意識させる。

○自分の声と周りの声を聴いて

音の高さを比べたり合わせた

りして、聴く力を高める。簡

易な二部合唱に取り組み、声

を重ねる経験を増やす。

５
年

○全体的に意欲的な児童

が多い。一方で、苦手

意識の高い児童や、い

い加減な態度の児童が

目立ってきた。

○リコーダーの運指に自

信がない児童もいる

が、ほとんどの児童が

自分で練習を進めるこ

○学習態度がよくない児

童がいる。

○技能面で自信がない児

童がいる。

○担任、学年、専科で連携して、

児童の学習態度について共通

理解を図り、指導する。

○できないことをできるように

なりたいと思っているので、

その意欲を大切にして、個別

指導、児童同士の教え合いを

行う。



とができる。

○どのように表現するか

について思いをもてる

が、そのための技能が

十分身に付いていな

い。

６
年

○音楽への興味が自分の

知っているごく狭い範

囲でしかもてず、知ら

ない音楽に対して興味

をもとうとしない児童

がいる。

○全体的に音程もよくき

れいな声で歌うことが

できるにも関わらず、

自信がなく暗い表情で

歌う児童が多い。

○楽器を演奏することは

好きだが、演奏するた

めに必要な練習をする

ことができない。

○学習意欲が著しく低い

児童が多い。

○歌う時の表情が暗すぎ

る。

○ゴールに向かって自分

で学習を組み立てられ

ない。

○児童が好む音楽と、学習で扱

う音楽の共通点や違いを学ぶ

ことで、様々なジャンルの音

楽のよさや面白さに気付ける

ようにする。

○暗いことを指摘しても余計に

萎縮するだけなので、よかっ

た点について伝える。歌詞や

曲想からどのように表現した

らよいか考え、ふさわしい歌

声を意識させる。

○スモールステップで練習を進

められるようなワークシー

ト、掲示を作成し、児童が自

ら学習を組み立てられるよう

にする。



（７）図画工作科

【小学校】

図画工作科の重点

・「全ての児童が主体的につくりだす喜びを味わうことができ、学びに向かう態度を育てる」ことを重点

目標とし、題材ごとに材料の特性を知り、その特性に合わせて、つくりたいものを言語化することやア

イディアスケッチをすることによって発想を深め、イメージにあった作品がつくれるようにする。

・イメージを形にするためにも、初めて扱う用具の指導を特にていねいに行い、以後継続的に使うことで

正しく用具が扱え、材料を活用できるようにする。造形的なよさや美しさ、表したいこと、表し方など

について考え、創造的に発想や構想をしたり、作品などに対する自分の見方や感じ方を深めたりするこ

とができるようにする。

・作品鑑賞の時間を、作品完成後だけでなく制作の途中にも設け、友だちの作品のよさに目を向けさせ、

自分の作品のよさにも気付くことを通して、つくりだす喜びを味わうとともに、豊かな情操を養う。

現状分析（成果と課題） 授業改善プラン

分析内容 指導上の課題 改善案

１
年

○何でも意欲的に、楽しく

取り組むことができて

いる。

○パス、のり、はさみの正

しい使い方を覚え、活用

できる児童とそうでな

い児童がいる。

○感じたことや想像した

ことを絵や立体に表せ

るが、取りかかりに自信

をもてず、制作が進まな

いことがある。

○その場の指導では覚えて

いるが、学習が定着する

には至っていない。

○周りの取り組み方を見な

がら、自分の制作を進め

る傾向にあるため、取り

組みに時間がかかる。

○のりなど、指先を使うこ

とを嫌がる。指先が思っ

たように使えない児童が

増えている。

○継続的に道具の使い方をふり返

り、題材に盛り込む。

○取りかかりの始めを教師と共に

行うことで、安心して制作をで

きるようにする。

○継続的に道具の使い方をふり返

り、題材に盛り込む。

２
年

○どの題材でも意欲的に

楽しく活動できている。

○パスや絵の具の扱い方

の覚えが早く、創意工夫

をしながら作品制作に

取り組めている。クラス

で数人、使い方のルール

を徹底できていない。

○友達の作品を見ながら

良いところや工夫を見

つけ認め合う姿が見ら

れる。

○意欲は高いが忘れ物が多

い。

○一部の児童がパレットの

使い方のルールを守れて

いない。

○学級と専科で協力しながら、も

持ち物の徹底を図る。

○低学年の内から使い方を徹底で

きなければ、戻すことは難しい。

授業の始めに取り扱い方の復習

をしたり、個別指導に努めたり

する。



３
年

○つくることを楽しみな

がら意欲的に取り組め

る児童多い。

○これまでに学んできた

技法を活用できるよう

になった。

○制作しながら自然と友

達のことも気にして鑑

賞でき、良いところや工

夫を見つけ伝えること

ができる。

○道具の使い方のルール

を忘れている児童がい

る。

○毎時間ではないが、集中

力が持続せず、途中で制

作する手が止まってし

まう児童が数名いる。

○道具の使い方の復習を

行えていない。

○制作する集中力が続か

ない。

○意欲的に取り組めるような導入

や言葉かけをさらに工夫し、授

業を魅力的なものにする。

○鑑賞についての見方・考え方を

日々の授業で身に付けさせる。

また、良い言葉と悪い言葉の例

を示しながら、自分に置き換え

て考えさせるように指導する。

４
年

○授業の導入やまとめの

時間の切り替えが上手

くできない。

○共同で作品をつくるこ

とを好み、自分の意見を

アイディアスケッチや

言葉で伝え、友達と協力

しながら取り組むこと

ができる。

○制作中や鑑賞の際に、相

手が傷つく言葉を言っ

てしまう児童が数名い

る。

○作品を制作する時、手を

止めて話を聞く態度にな

ることの切り替えに時間

がかかる。

○友達の作品の良さや工夫

を見つけたり、認めたり

することができていな

い。

○題材の初めに制作時間数や制作

の流れをつかませる。板書やワ

ークシートを工夫し、制作の見

通しをもって作品制作に取り組

めるようにする。

○鑑賞についての見方・考え方を

日々の授業で身に付けさせる。

また、良い言葉と悪い言葉の例

を示しながら、自分に置き換え

て考えさせるように指導する。

５
年

○授業の時間内で作品が

仕上がらない児童が数

名おり、個別の対応をし

ている。

○作品制作に対する意欲

が高く、友達が困ってい

ると手助けしたり、アド

バイスをしたり自然と

できる学年である。

○共同で作品をつくるこ

○作品と向き合い、より良

い作品になるようにどの

ようにするべきなのか、

考え自らの力で切り拓く

ことに課題がある。

○自己評価が低い。

○作品制作の途中でミニ鑑賞の時

間をとり、工夫を見つける時間

を増やす。また、児童同士で悩

みを相談したりアドバイスをも

らったりできるような環境をつ

くり、教師に頼りすぎず、問題

解決能力を高めていく。

○鑑賞カードだけでなく、鑑賞の

発表や付箋を使った方法を駆使

しながら、自己評価を高める。



とを好み、自分の意見を

アイディアスケッチや

言葉で伝え、友達と協力

しながら取り組むこと

ができる。

○友達の作品の良いとこ

ろや工夫を見つけ、認め

ることができる。しか

し、自分の作品に対する

自己評価は低い。

また、様々な画家の作品を見せ

ながら、上手い下手ではない、

自分が表したい作品をつくるこ

と、自分が納得する作品をつく

ることが図工であることを日々

伝えていく。

６
年

○授業の時間内で作品が

仕上がらない児童が数

名おり、個別の対応をし

ている。

○意欲は高いが、教師を呼

んで確認する場面が多

くある。

○学習意欲が非常に高く、

楽しく制作する様子が

見られる。

○作品制作の見通しがもて

ない児童が多い。

○作品と向き合い、より良

い作品になるようにどの

ようにするべきなのか、

考え自らの力で切り拓く

ことに課題がある。

○自己評価が低い。

○題材の初めに制作時間数や制作

の流れをつかませる。板書やワ

ークシートを工夫し、制作の見

通しをもって作品制作に取り組

めるようにする。

○鑑賞カードだけでなく、鑑賞の

発表や付箋を使った方法を駆使

しながら、自己評価を高める。

また、様々な画家の作品を見せ

ながら、上手い下手ではない、

自分が表したい作品をつくるこ

と、自分が納得する作品をつく

ることが図工であることを日々

伝えていく。



（８）家庭科

【小学校】

家庭科の重点

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して、

生活をよりよくしようと工夫する資質・能力を育成することを目指す。

(１)家族や家庭、衣食住、消費や環境などについて、日常生活に必要な基礎的な理解を図るとともに、
それらに係る技能を身につけるようにする。

(２)日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、様々な解決方法を考え、実践を評価・改善し、
考えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。

(３)家庭生活を大切にする心情を育み、家族や地域の人々との関わりを考え、家族の一員として、生
活をよりよくしようと工夫する実践的な態度を養う。

現状分析（成果と課題） 授業改善プラン

分析内容 指導上の課題 改善案

５
年

○家庭科に対する興味関

心が高い。

○裁縫に関しては約３分

の１、調理に関しては約

半分の児童が家庭でも

実践している。

○クラス全体で学び合う

姿勢が見られ、実践に関

してはわからないこと

を積極的に聞いてくる

児童が多い。

○家事経験のあまりない

児童も見受けられる。

○裁縫は技能に個人差が大

きく時間の取り方が難し

い。

○調理はコロナ感染防止の

ため実習ができないの

で、技能を身に付けさせ

るための指導法をより研

究する必要がある。

○家事と学習とを関連付

け、家庭生活に活かす指

導を行う必要がある。

○裁縫は進度の速い児童が取り組

める課題を準備するだけでな

く、得意な児童を教室中央に配

置し苦手な児童を手助けしやす

い環境をつくり、皆が技能を習

得できるよう指導する。

○調理は学校では映像等を利用

し、技能を視覚的に習得し、実

践については家庭の協力を仰ぎ

家庭学習（宿題）を行う。

○日常生活の課題を授業の学習課

題として取り上げるなど、より

生活に結び付くよう学習内容や

指導方法を工夫する。



６
年

○家庭科に対する興味関

心は高く、実習には積極

的に取り組む姿勢がみ

られる。

○裁縫に関しては、約 4分
の 1、調理に関しては約
3分の 1の児童が家庭で
も実践している。

○生活経験による技術の

差や、学習に対する意欲

の差が大きい。

○裁縫は技能に個人差が

大きく、時間の取り方が

難しい。

○調理はコロナ感染防止

のため実習ができない

ので、技能を身につけさ

せるための指導法をよ

り研究する。

○家事と学習を関連付け、

家庭生活に活かすため、

意欲的に取り組めるよ

う実践を伴う指導を工

夫する。

○裁縫は苦手な児童の手助けを

しやすいよう、得意の児童名

を全体に知らせ、児童同士が

教え合う環境をつくれるよう

座席などを工夫する。

○調理は学校では映像などを利

用し、技能を視覚的に習得し、

実践については家庭の協力を

仰ぎ家庭学習（宿題）を行う。

○生活場面を設定し実践を伴う

課題に取り組み、生活をより

よくするための知識や技能を

取得できるよう指導法を工夫

する。



（９）体育科

【小学校】

体育科の重点

・心と身体を一体としてとらえ、自己の運動や健康についての課題の解決に向け、積極的・自主的・

主体的に学習することや、仲間と対話し学び合い、協力して課題を解決する。

・運動や健康についての自己の課題を見付け、その解決に向けて思考し判断するとともに、自己の

考えや気付きを他者に伝える力を養う。

・その特性に応じた各種の運動の行い方や基本的な動きや技能を身に付けるようにするとともに、

身近な生活における健康・安全について理解する。

・運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、楽しく明るい生活を営む態度を養

う。

現状分析（成果と課題） 授業改善プラン

分析内容 指導上の課題 改善案

１
年

〇友達との技の交流が少

ない。

〇友達と協力して活動す

る経験が乏しい。

○運動量が少なく、体を自

在に動かすことができ

ない。

○集団行動が苦手。友達と

適切な距離を取ったり、

調節したりしている。

○今年度は感染拡大防止の

ため、活動を設定するこ

とが難しい。

○疲れやすく、体の動きも

ぎこちない児童が多い。

○人との適度な間隔をとっ

たり、スピードの調整を

しながら、動くことが苦

手な児童が多い。整列の

際に友達との間隔を考え

て後に下がることが苦手

である。

○状況をみて、関わり合いが生ま

れるような場の設定やグルーピ

ングの工夫を行う。振り返り時

間の確保をして交流を図る。

○分かりやすい場の設定を心がけ

る。シンプルで運動量がしっか

りと確保されるような場の設定

をする。

○多様な動きを作る運動遊びを取

り入れる。学習過程を工夫し、

１単位時間で活動を組み合わ

せ、単元を柔軟に横断させて

様々な動きができるよう工夫す

る。

○段階を追ったり、手がかりとな

る目印を用意したりしてスモー

ルステップで学びが積み上げら

れるようにする。

２
年

○進んで楽しく活動でき

ている。

○振り返りの活動を通し

て、友達の良い所を褒

めることができてい

る。

○めあてに対する意識が

○その時間のめあてを達

成できたか、振り返りの

時間の確保ができてい

ない。

○工夫すべきところの提

示が不十分であり、思

○単元の最初に学習の流れを説

明し、毎時間のめあてを明示

し、振り返りまでをきちんと

行うことで、めあてに沿った

活動の重要性に気付かせる。

○振り返りの時間を確保し、工



低い。

○集団のなかでルールを

守って活動したり、勝

敗を受け入れたりする

ことが苦手な児童がい

る。

考・判断を見とれていな

いことがある。

○ルールの明確な指示が

必要。理解が確認できた

上で活動を行う。

夫した活動ができた児童を賞

賛したり、全体でよかったと

ころを共有したりする。

○ルールの明確化。競争であれ

ば、どのチームも１位になる

ことができるような運動遊び

にする。

３
年

○進んで楽しく活動でき

ている。

○友達の良い所を褒める

ことができている。

○めあてを最後まで意識

して活動できていな

い。

○集団のなかでルールを

守って活動したり、勝

敗を受け入れたりする

ことが苦手な児童がい

る。

○その時間のめあてを達

成できたか、振り返りの

時間の確保ができてい

ない。

○工夫すべきところの提

示が不十分であり、思

考・判断を見とれていな

いことがある。

○勝敗のことに集中して

しまう。

○「めあて」と「振り返り」が

適切にできている児童を紹介

したり、友達と「めあて」を

確認したりして、意識できる

ようにする。

○練習のポイントを提示し、そ

れを友達同士で教え合ったり

しながら、練習できるように、

場の設定などを工夫する。

○勝敗にこだわるのではなく、

めあてを意識した動きをする

ことを前もって伝える。

４
年

○意欲的に活動している

児童が多いが、技能を

身に付けるために練習

することに消極的であ

る。運動に苦手意識を

もっている児童も、友

達に教えてもらうこと

で粘り強く取り組むこ

とができている。

○マット運動や鉄棒など

の器械運動の基礎的な

技ができない児童が少

なくない。

○体が重くて自分の体を

支えられない、体の大き

さの割合に比べて筋肉

が少ない。体幹を支える

筋力がない。

○自分のめあてを意識で

きない児童への個別指

導が十分でない。

○個別に指導する時間の

確保やポイントの提示

などが十分でない。

○「めあて」と「振り返り」が

適切にできている児童を紹介

したり、友達と「めあて」を

確認したりして、意識できる

ようにする。できたことに対

する振り返りや賞賛を積み重

ねる。

○練習のポイントを提示し、そ

れを友達同士で教え合ったり

しながら、練習できるように、

場の設定などを工夫する。



５
年

○動きのポイントを示す

ことで友達と教え合っ

て自己の課題を解決し

ようとする児童が多

い。

○運動には前向きに取り

組むが、運動経験に偏

りがあり、技能差が大

きい。

○体の使い方に課題があ

る児童が多い。

○友達と見合う際の視点を

もたせることで課題解決

学習をより充実させる。

○自己の課題に合った練習

をできる場が必要であ

る。

○基礎基本となる動きを継

続して取り組んでいく必

要がある。

○ペアやトリオ学習をより充実さ

せるために、学習資料や学習カ

ードを活用する。

○スモールステップで取り組め

る場を用意し、恐怖心を取り

除くことができるようにす

る。

○毎時間の導入で基礎基本の動

きを取り入れることを継続す

る。

６
年

○体を動かすことが好き

ではない児童がいる。

○運動の技能差が大きい。

○技能を身に付けるため

のポイントや技能を高

めるために工夫するポ

イントを理解できない

まま取り組んでいる児

童が多い。

○運動の特性をしっかりと

味わわせる必要がある。

○学習カード・学習資料を

使っての課題解決学習が

取り組めていない。

○技能を身に付けるため

に必要な知識や、技能を

高めるための教え合い

などの工夫の指導の工

夫が十分ではない。

○運動の特性をしっかりと味わ

わせる単元構成と、ゲーム性を

用い、運動量を十分確保し取り

組ませる。

○技能を高めるために必要な学び

方を指導し、高まりを評価する

ことで、達成感を味わわせるこ

とができるようにする。

○学習カードの活用や、教え合い

で気づきの場面を増やし、必要

な知識やその活用の仕方を身

に付けられるようにする。



（10）外国語活動・外国語

【小学校】

外国語活動・外国語の重点

・外国語を用いた言語活動を通し、言語や文化について、体験的に理解を深める。

・自ら外国語で聞いたり話したくなるよう、コミュニケーションの目的や必然性のある場面、状況

などを設定する。

・動作を交えた挨拶、感謝、簡単な指示等をやり取りの中で行い、自分の考えや気持ちなどを伝え

合うやり取りの楽しさを実感させる。

・身の回りの物のついて発表する際、実物やイラスト、写真などを見せながら話させたりするとと

もに、十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を用いて話させたりする。

・ALTや ICT機器を活用し、ネイティブな発音を多く聞かせる。

現状分析（成果と課題） 授業改善プラン

分析内容 指導上の課題 改善案

３
年

○初めての外国語活動で

全体的には楽しそうに

授業に参加している。

○英語の繰り返し表現な

ど、あまり積極的に声

に出さない児童もい

る。

○大きな課題はないが、よ

り積極的に授業に取り

組めるようにしたい。

○より担任とＡＬＴの連携を図

り、より積極的に声を出し、

英語を使う楽しさを感じるよ

うにする。

４
年

○全体的には楽しそうに

取り組んでいるが、苦手

意識を感じている少数の

児童とに差を感じる。

○間違うことや声を出す

ことに恥じらいがあるの

か、あまり積極的に声に

出さない児童もいる。

○ほぼ英語での指示のた

め、何をやっているか分か

らなくて取り組みづらく

感じている。

○より担任とＡＬＴの連携を図

り、指示の補足説明や支援を丁

寧にし、教師自ら積極的に声を

出し、英語を使う楽しさを感じ

るようにする。

５
年

○積極的にチャンツやソ

ングを歌っている児童

が多い。しかし、一定

数外国語でのコミュニ

ケーションに抵抗ある

児童がいる。

○能力差が非常に大き

い。

○ローマ字の定着が不十

分な児童が約３分の２

いる。

○元々コミュニケーショ

ンを取ることに苦手意

識のある児童にとって、

不慣れな言語でやり取

りすることはハードル

が高い。

○個人的に外国語を学ん

でいる児童と全く触れ

てこなかった児童がい

る。

○中学年での学習が定着

していない。

○担任やALTと話す内容を確認
してから友達とやり取りを行

うようにする。

○初めて外国語を学習する児童

の目線に立つ。絵やジェスチ

ャーを積極的に取り入れ、言

語だけでなく視覚情報からも

理解を促す。

○ローマ字に特化した学習の時

間を設ける。パソコンも利用

し興味を高める。



６
年

○スピーチは楽しみなが

ら取り組んでいる。

○個々の能力差が非常に

大きい。

○アルファベットの定着

が不十分な児童が多

い。

○個人的に外国語を学ん

でいる児童と全く触れ

てこなかった児童がい

る。

○外国語でのコミュニケ

ーションに抵抗ある児

童がいる。

○言葉を書き取る機会を毎時間

とり、アルファベットの定着

を図る。

○チャンツやソングなど、楽し

みながら発音できる機会を多

くとり、外国語に慣れ親しめ

るようにする。


